
第41期全国青年ジャンボリー

第6回実行委員会が開催されました！

１日目

「若者がつくる未来〜デンマークの人づく
りに学ぶ〜」
講師：能條桃子さん
若者が社会に関わっていくことの大切さ、
そして北欧の教育やまちづくりに学ぶ“人
づくり”の視点について、多くの気づきが
ありました。
特に、世界では私たちと同じくらい、ある
いはもっと若い世代が政治や社会に参加で
きる仕組みが整っていることを知り、大き
な刺激を受けました。
「私たちにもできることがある」――そん
な思いが芽生える時間となりました！

実行委員Tシャツのロゴ決定！



「若者と気候変動」
講師：宮沢カトリンさん

世界の若者たちが立ち上がる中、
私たちにもできることがあると実感。
選挙や地域から政治に関わる道や、
日々の選択が社会を変える力になると
学びました。
環境活動のきっかけは被災地での経験。
CO2を多く出す国に暮らす責任と向き
合い、まずはごみを減らす・再エネへ
切り替えるなど、
できることからアクションを起こす姿
に刺激を受けました。
気候変動は重いテーマ。でも楽しく続
ける工夫が大切。
「自分らしく、仲間と変えていく」そ
んな勇気をもらいました！

今回お話して頂いた話
を動画にしました。
ぜひ職場などで
学習してください！

うえるのお話の中で、“なぜ選挙に行くの
か”という問いに改めて向き合いました。
ソーシャルワーカーとして、患者さんの
「困りごと」の背景には、個人の問題では
なく、社会の仕組みに原因があることが多
いと日々感じています。
だからこそ、「私は次世代のために選挙に
行く」と、自分の言葉で意思をもつことの
大切さを実感しました。
“選挙は誰かのために行くもの”――その視点
に気づけたことが、大きな学びとなりまし
た。

選挙に行こう！！！

能條さん、宮澤さんの学習動画



今回紹介されたのは、島根県で行われたジャンボリー！
宍道湖に沈む夕日、出雲大社の厳かな雰囲気、松江城の歴史
と、美しい自然と文化に囲まれながら、地域の若者たちが元
気に活動している姿に心が動かされました。

同じように悩みながらも前向きに取り組む仲間が全国にいる
ことを知り、なんだかとても心強い気持ちに。
新歓企画や地域ならではの交流もとっても楽しそうで、画面
越しからでも“あったかさ”が伝わってきました！
「今度は実際に行ってみたいな」
そんな気持ちにさせてくれる、魅力いっぱいの島根ジャンボ
リー紹介でした。
出雲そばをすすりながら、語り合ってみたいですっ！

２日目

各班に分かれての作業が本格化！
どのチームも話し合いを重ねる中で、方針
がどんどん明確になり、企画の形が見えて
きました
「もう任期もあと少しなんだな…」
そんな少しの寂しさも感じつつ、最後まで
全力で取り組んでいます！
広報班はTikTokの投稿を進めています
みなさん、ぜひチェック＆いいねよろしく
お願いします〜！



〜困ったところに民医連あり〜
災害支援の歴史は、民医連の歴史そのもの。
「困っている人がいれば動く」――そんな当たり前の思いから
始まった支援活動が、今も続いていることに胸が熱くなりまし
た。

被災地に必要なのは、特別なスキルではなく“やる気”と“想像
力”。
「やりたいこと」ではなく「求められていること」に向き合う
姿勢や、現地の文化や暮らしへの敬意、そして笑顔の大切さ。
支援者としての在り方を学びました。

そして、MMAT（民医連メディカルアシスタントチーム）の存
在が、日々の備えから現場での活動まで、支援の柱になってい
ることを知りました。
直接被災地に行かなくても、仲間を支え、目の前の患者を支え
ることも大切な支援であるという言葉に、医療の本質を改めて
感じました。

「明日は我が身」。災害はどこでも起こり得る。
だからこそ、いまのうちに知識と備えを持ち、誰かの力になれ
る自分でありたいと思いました。
私たちはこれから、医療を支える側になります。
患者さんのため、そして被災地の誰かのために動ける人になり
たいと、強く思いました。



さてさて、そんなこんなで第41回全国ジャンボリー実
行委員会、第6回の会議が終了しました！

今回もたくさん学んで、全国の仲間たちと高め合い、
交流を深めながら、本番に向けてまっすぐ進んでいま
す！
みんなと兵庫県で会えるのを楽しみにしてるよ〜！！

そして、ニュースでも紹介されたうえるの発表にも
あった通り、社会を作るには若者の声が必要です！
実行委員からの「選挙に行こう」メッセージ動画も、
下のQRコードから見られるので、ぜひチェックしてみ
てね！
あなたも“自分のため、誰かのため”に、選挙へ行こう！

第6回実行委員会、無事終了！

ちぇっく！！！！
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